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　一人口の動き一

　　7月1日現在

男　　6，026人
女　　6379人　　　　3
計12，495人
世帯数　2588世帯
　　　　5
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＜6月21日＞小学校連合運動会から

圃
七
月
の
行
事

二
日
　
選
管
会
議

四
日
　
叙
勲
伝
達
式

　
　
井
戸
地
鎮
祭

五
日
圃
場
整
備
役
員
会

　
　
林
道
打
合
せ
会

七
日
　
保
護
司
会
　
　
防
除
員
会
議

　
　
教
育
委
員
会

八
日
　
農
政
講
演
会

＋
日

＋
三
日

＋
四
日

＋
五
日

＋
七
日

二
＋
日

≠
四
日

奉
八
日

二
＋
九
日

町
婦
人
会
総
会
（
仙
田
中
）

無
料
人
権
法
律
相
談
（
上
野

農
業
セ
ン
タ
ー
）

郡
市
税
務
研
究
会

農
業
委
員
選
挙
日

十
七
夜
祭
　
家
庭
の
日

農
業
委
員
選
挙
の
日

郡
市
社
教
大
会
（
川
西
中
）

幼
稚
園
一
学
期
終
業
式

土
用
う
し
の
日
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へ
き
地
歯
科
無
料

　
　
　
診
療
の
お
知
ら
せ

　
こ
と
し
も
、
仙
田
地
区
で
へ
き
地
の

歯
科
無
料
診
療
を
、
県
で
実
施
い
た
し

ま
す
。

　
例
年
ど
お
り
、
学
童
・
一
般
を
問
わ

ず
診
療
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
期
間
　
七
月
二
十
五
日
～
三
十
日

　
場
所
　
仙
田
中
学
校

　
千
手
観
音
堂
の
竣
工
式

　
　
　
十
七
夜
祭
に

　
千
手
観
音
堂
は
昨
年
五
月
に

工
事
に
か
か
り
、
こ
の
ほ
ど
、

鉄
筋
づ
く
り
の
り
っ
ぱ
な
も
の

が
再
建
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
十
日
町
市
出
身
の
児

玉
画
伯
が
本
堂
の
壁
画
を
え
が

く
た
め
、
も
う
一
カ
月
近
く
も

絵
筆
を
は
し
ら
せ
て
い
る
。

な
経
営
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
農
村
青

少
年
を
一
堂
に
集
め
、
農
業
後
継
者
と

し
て
の
誇
り
を
与
え
、
自
信
を
深
め
さ

せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
来
る
十
九
日

長
岡
市
厚
生
会
舘
で
開
か
れ
る
が
当
町

か
ら
千
手
定
校
一
年
生
の
野
沢
岩
夫
・

五
十
嵐
正
義
君
が
参
加
す
る
こ
と
に
な

っ
た
．大
塚
さ
ん
が
優
勝

　
　
　
（
中
越
地
区
中
学
陸
占

　
　
　
三
日
、
長
岡
高
校
で
ひ
ら
か

　
壁
画
は
現
在
高
野
山
に
国
宝
と
し
て

保
存
さ
れ
て
い
る
阿
弥
陀
如
来
二
十
五

年
菩
薩
来
迎
図
八
枚
を
下
絵
と
し
た
も

の
で
、
堂
再
建
に
あ
た
っ
て
児
玉
画
伯

が
生
涯
を
か
け
て
製
作
に
と
り
く
ん
だ

も
の
で
あ
る
。

　
新
規
就
農
者
激
励
大
会
に

　
野
沢
・
五
十
嵐
両
君
が
参
加

　
大
会
は
、
こ
と
し
の
三
月
に
中
学
・

高
校
を
卒
業
後
、
農
業
を
選
び
り
っ
ぱ

　
い
税
金
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
た
ば
こ
消
費
税
で
す
。
み
な
さ

ん
が
一
鉦
間
に
お
買
い
上
げ
に
な
っ
た

代
金
か
ら
町
役
場
に
還
元
さ
れ
る
税
金

は
年
間
五
百
万
円
吉
．
い
う
大
き
な
金
額

に
な
り
ま
す
。

　
旅
行
、
出
張
の
と
き
に
は
忘
れ
ず
に

町
内
で
た
ぱ
こ
を
お
買
い
求
め
に
な
っ

て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
れ
た
中
越
地
区
中
学
校
陸
上
競

技
大
会
に
お
け
る
町
の
入
賞
者

　
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
女
子
即
メ
ー
ト
ル
障
害

　
　
　
一
位
大
塚
幸
子
（
川
中
）

　
女
子
走
り
巾
と
び

　
　
二
位
　
星
名
純
子
（
仙
中
）

　
た
ば
こ
は
町
で

　
　
　
　
買
求
め
よ
う

っ
ぶ
く
吸
い
な
が
ら
納
め
ら
れ
る
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1
町
議
会
報
告
ー

早
場
米
制
度
の
存
続
強
化
を
要
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
請
願
等
十
四
件
を
議
決

　
第
六
回
定
例
町
議
会
は
、
六
月
二
十
四
日
に
招
集
さ
れ
、
議
員
提
案
に
よ
る

「
早
場
米
時
期
別
格
差
金
制
度
の
存
続
強
化
に
関
す
る
決
議
」
ほ
か
議
案
・
請
願

等
合
計
十
四
件
を
議
決
し
た
。

　
付
議
事
件
の
・
｛
ノ
ち
、
前
記
決
議
と
条
例
改
正
四
件
、
補
正
予
算
、
町
道
認
定
、

寄
附
採
納
、
無
事
も
ど
し
金
の
交
付
及
び
専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
、
請
願
四
件
に
つ
い
て
は
採
択
一
件
で
、
他
の
三

件
は
所
管
の
総
文
委
員
会
に
付
託
さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ
た
．

首
相
、
農
相
等
に
決
議
書
送
付

　
　
　
　
　
　
産
経
が
提
出
し
た
早
場
米
決
議

　
本
鉦
度
米
価
決
定
を
控
え
て
各
農
民

団
体
か
ら
基
本
米
価
増
額
が
強
．
＜
、
要
求

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
伴
い
政
府
に

お
い
て
は
早
場
米
時
期
別
格
差
金
制
度

を
廃
止
し
よ
・
っ
と
い
う
動
き
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
積
雪
寒
冷
単
作
地
帯
の
当
地

方
農
民
に
と
っ
て
は
、
死
活
の
問
題
と

も
い
・
つ
べ
き
重
大
な
影
響
が
あ
る
の
で

こ
の
定
例
会
に
お
い
て
そ
の
存
続
・
強

化
に
関
す
る
決
議
を
行
な
う
こ
と
と
な

り
、
産
業
経
済
委
員
九
名
の
連
署
を
も

っ
て
決
議
案
を
提
出
し
、
満
場
一
致
可

決
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
決
議
書
は
、
た
だ
ち
に
、
佐
藤

首
相
、
坂
田
農
相
ら
関
係
閣
僚
、
各
政

覚
党
首
、
衆
参
両
院
議
長
、
食
糧
庁
長

富
、
米
価
審
議
会
会
長
そ
の
他
合
計
二

十
五
の
関
係
機
関
に
送
付
さ
れ
た
。

国
保
保
険
料

減
免
の
範
囲
を
拡
大

　
こ
の
定
例
会
で
改
正
さ
れ
た
各
条
例

の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

▽
川
西
町
国
保
条
例
の

　
　
一
部
改
正

　
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
軽
減
の

規
定
が
改
正
さ
れ
、
算
定
の
基
礎
と
な

る
金
額
が
二
万
五
千
円
か
ら
三
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
．
、
こ
れ
に
よ
り
減
免

の
対
象
が
拡
大
さ
れ
、
前
年
度
七
六
〇

世
帯
に
対
し
て
九
十
一
万
円
の
減
免
で

あ
っ
た
も
の
が
、
本
年
度
は
九
〇
〇
世

帯
に
百
万
円
程
度
の
減
免
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

▽
川
西
町
母
子
健
康
セ
ン
タ

ー
使
用
条
例
の
一
部
改
正

　
分
．
蛇
料
及
ぴ
助
産
手
数
料
の
四
千
円

を
五
千
円
に
、
双
生
児
加
算
料
二
千
円

を
二
千
五
百
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ

七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
こ
れ
は
、

郡
助
産
婦
会
に
お
い
て
助
産
手
数
料
を

五
千
円
と
定
め
た
の
で
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
一
千
円
引
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る

な
お
、
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
入

所
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
同
法
の
定
め

る
と
乙
ろ
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

当
然
成
立
の
要
件
で
あ
る
水
稲
の
耕
作

面
積
「
三
反
歩
」
お
よ
び
任
意
成
立
と

そ
の
消
滅
の
基
準
で
あ
る
「
一
反
歩
」

が
、
メ
ー
ト
ル
法
の
施
行
に
伴
い
、
そ

れ
ぞ
れ
「
三
〇
ア
ー
ル
」
　
「
一
〇
ア
ー

ル
」
に
改
め
ら
れ
た
ほ
か
、
無
窮
．

し
に
つ
い
て
の
規
定
が
改
め
ら
れ
、
蚕

繭
共
済
に
つ
い
て
の
無
事
も
ど
し
限
警

額
は
、
こ
れ
ま
で
六
分
の
一
び
、
あ
ゐ
た

も
の
が
倍
額
の
三
分
の
｝
と
な
っ
た
。

▽
川
西
町
税
条
例
の
一

　
部
改
正

　
地
方
税
法
及
び
所
得
税
法
の
改
正
に

伴
う
改
正
で
あ
る
。
町
民
税
の
非
課
税

限
度
の
引
き
上
げ
、
各
種
控
除
の
範
囲

拡
大
、
申
告
手
続
の
整
備
、
法
人
税
率

の
一
部
改
正
等
の
ほ
か
、
本
法
改
正
に

伴
・
っ
条
文
及
び
字
句
の
整
理
等
が
行
な

わ
れ
た
も
の
。

額
の
七
七
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て

い
た
の
で
、
不
足
分
の
ニ
ニ
、
ニ
パ
！

セ
ン
ト
は
こ
と
し
の
分
に
含
め
て
交
付

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

請
願
三
件
は
総
文
付
託

　
請
顛
四
件
ひ
う
ち
、
桐
山
部
落
通
学

鎌
路
新
設
に
閃
す
る
謙
願
は
採
択
と
な

り
、
他
の
三
件
は
い
ず
れ
も
総
文
付
託

こ
と
も
の
火
あ
そ
び

継
続
審
査
と
な
っ
た
。

▽
請
願
第
十
五
磐
．
　
桐
山
部
落
学
童
通

　
学
道
路
新
設
に
関
す
る
請
願
（
採
択
）

▽
請
願
第
＋
六
号
白
倉
校
教
艮
住
宅

　
建
設
に
係
る
国
庫
起
債
の
地
元
負
担

　
免
除
に
悶
す
る
請
願
（
総
文
付
託
）

▽
請
願
第
十
七
号
　
室
島
火
の
見
漁
旧
穂

　
設
に
関
す
る
請
願
（
総
文
付
議
）

▽
請
願
第
十
八
号
　
郵
便
日
曜
配
達
擁

　
止
に
閃
す
る
請
願
（
総
文
付
託
）

底

か　　「

鳥9

蚕
繭
無
事
も
ど
し

を
倍
額
に

▽
川
西
町
農
業
共
済
条

例
の
一
部
改
正

　
農
作
物
共
済
に
つ
い
て
共
済
関
係
の
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＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
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＝
＝
一
＝
一
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＝
＝
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＝
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＝
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＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
｛
＝
＝
闘

早
場
米
時
期
別
格

差
金
制
度
の
存
続

強
化
に
関
す
る
決
議

　
早
場
米
時
期
別
格
差
金
制
度
の
存
続

強
化
は
、
関
係
農
民
の
切
実
な
念
願
と

し
て
先
年
来
関
係
当
局
に
強
く
訴
え
て

き
た
。

　
然
る
に
、
政
府
部
内
に
お
い
て
こ
の

制
度
を
弱
体
化
し
、
漸
減
、
廃
止
を
検

討
し
つ
つ
あ
る
や
に
灰
聞
す
る
が
、
こ

れ
は
低
所
得
に
あ
え
ぐ
当
地
方
の
如
き

積
雪
寒
冷
単
作
地
帯
の
農
民
に
与
え
る

影
響
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
ま
さ
に
実

情
無
視
の
改
悪
、
暴
挙
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
加
え
て
、
こ
れ
が
農
民
の
早

期
出
荷
意
欲
を
減
退
せ
し
め
る
の
み
な

ら
ず
、
産
米
意
欲
そ
の
も
の
を
も
喪
失

し
、
離
農
者
続
出
の
傾
向
に
拍
車
を
か

け
る
こ
と
は
、
火
を
見
る
よ
げ
萌
ら
か

で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
悪
化
の
一
途
を

辿
る
わ
が
国
食
糧
事
情
を
一
段
と
危
機

に
追
い
込
む
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
川
西
町
議
会
は
、
時
期
別

格
差
金
制
度
の
改
悪
に
反
対
し
、
む
し

ろ
こ
れ
を
強
化
・
増
額
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
．

　
　
昭
和
四
十
一
伍
六
月
二
十
四
日

　
　
　
　
新
潟
県
川
西
町
議
会

水
稲
無
事
も
ど
し
金

三
十
五
万
円
を
交
付

　
町
の
農
業
共
済
条
例
の
規
定
に
よ
る

こ
と
し
の
水
稲
無
事
も
ど
し
金
は
、
総

額
三
十
五
万
六
千
九
百
五
十
八
円
と
決

定
し
、
乙
の
議
会
で
議
決
さ
れ
た
。

　
無
事
も
ど
し
金
は
、
三
任
間
連
続
し

て
共
済
金
の
支
払
い
を
受
け
な
い
か
、

受
け
て
も
そ
の
額
が
掛
金
の
三
分
の
一

に
満
た
な
い
場
合
に
交
付
さ
れ
る
も
の

で
、
そ
の
額
は
支
払
い
を
受
け
た
共
済

金
と
合
わ
せ
て
轡
金
総
額
の
三
分
の
一

以
内
と
な
っ
て
い
る
。
乙
と
し
の
無
事

も
ど
し
の
対
象
年
度
は
昭
和
三
十
八
年

度
か
ら
四
十
年
度
ま
で
の
三
年
間
、
交

付
対
象
者
は
七
百
七
十
四
人
、
交
付
時

期
は
十
月
一
日
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
昨
年
度
交
付
し
た
水
稲
無
事
も

ど
し
金
は
、
財
源
の
都
合
に
よ
り
限
度

曙〃

裾

か
な
ら
ず
挙

つ
き
そ
っ
て

危
い
こ
と
の

な
い
よ
・
フ
に

烈．，　　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

）

殊ノ

》

〆
帆
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☆
郡
市
社
教
大
会
☆

　
　
重
松
敬
一
先
生
を
迎
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
は
川
西
中
で

　
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
郡
市
社
会
教

育
大
会
は
七
月
二
十
四
日
教
育
評
論
家

と
し
て
テ
レ
ビ
を
始
め
あ
ら
ゆ
る
方
面

に
活
躍
さ
れ
、
現
在
日
本
の
第
一
人
者

と
な
っ
て
お
ら
れ
る
重
松
敬
一
先
生
を

迎
え
、
川
西
中
学
校
を
会
場
に
行
な
わ

れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
乙
と

し
は
講
演
と
パ
ネ
ル
討
議
を
中
心
に
進

め
ら
れ
、
講
演
の
内
容
は
「
乙
れ
か
ら

の
家
庭
教
育
と
青
年
た
ち
」
と
い
う
も

の
で
す
。
午
前
十
時
に
開
会
式
が
始
め

ら
れ
ま
す
の
で
、
町
民
各
位
に
は
二
度

と
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
機
会
に

ひ
と
り
で
も
多
く
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
参
加
の
制
限
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
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　　　　　　　　　ロイ者籍　　　r＝

報雑臓呈露犀、，濤繹選
簿選は期。日日挙の令西めな権　挙
豊叢募畏発2護翁箆璽寓盆茨馨　権
録を要で・月選簿は＋にての被　及
さ有件に選二挙確’年住い要選　び

たわ選行職　　　　　　定なれ六　　てそ

も逡鍵轟　選　慕羅鵡窪癖肇
　部とも法選あ挙　　るよる＋川な期し八委

謬2講髪の　。擬腰獄川の会
　重るさ施大　　　　　　けつら農ず月西選委　点手れ行部　し　　　　でて五業・三町挙員

来
　
　
　
　
　
投
’
年 員　　　　酉
　　　　　ホ
　　　　　日

議準薯芭輔驚雛婆
野階藩論騨葛甥議
投選る達定つは年い　者　　い

解り

を続て令分　　　　　　あ選十委一十農まの
おきい等の　　　　　　る挙日員カー業で選
いにるを手　　　　　　がに以会月日委’挙
てよが準続　　　　　　’よ内委遅ま員過は
　　’用き　　　　　　諸るに員れで会去’
説行公しを　　　　　　般委選はて延は五昭

農は
業七

票挙限し後て選三て　　。　る国 しな職て公　　　　　　の員挙六執期昭回和 委月
都十を月行さ和と二 員一選人四では　　　　　　　三　　　2．1．　二

鵜士蝋肇選屡投ノ，選穐雛糖鯉辮慕
舗野麟挙欝誉輪郷煮総野菱すい月行挙会　人　　はの　　　　日ま務ル　六族務ルはは

獣寵讃名綴嬰鷺鑓吉譜呈墓

二 ハ　　　　　合四行二しれ三も十
　　　　　に名な十てた十期六
　　　　　よのわ日きた一日年
　　　　　り選なをため年をに
　　　　　七挙けもわ
　　　　　月はれつけ合村一業
　　　　　二八ばてで併合し委
　　　　　十月な全あ後併て員

　　　　十一　　　　　　十
　　　　　四
’町統農　人日

　　　　　改

つし定場度挙
てたし合が人
もがたにな名

墓覧羅慧覇窪　簿　　嘉矢　る

　　　　　　　　　り選　区
　　　　　　　　　＋挙　域
　　　　　　　　　七区

耕社むの
作員農農
にで業地
従年生に
事間産っ

以はむのるな　　　日十ら員るはの行会
上配者農わい　　　に九な辞。統特なが
耕偶及地けが　　　執日い職
作者ぴにで’　　行まこし
にで’つあ立　　　すでとた

　　　　　、己己一例わ発　　遷
選にれ足
挙よてし

名っ選はい簿 投） すお法い 従年そ’いる候　　　るにとの とりきて
簿て挙 、のに　　　　　票 るお人て 事間のて。補　　　予行さで し　、た以

喉禁繍慈選典選候区育職選㌔カ、出候告㌧告㌔＿す必託とそせ立二円趨禦豊
事の止なさ員挙　選挙補域委員挙立とでが補示立七示届か選れ要金がれん候立　候なも有録
前亡まえれ選運　　　運す内員’管候にきで者の候月の出ら挙ばな制必ぞ届補候　　　つ投効さ

欝勝轟灘挙蓮穫霧醗麓1線傍甥簸騨霧韓翻舗補謬隣
及で制野囲準制　運禁と西員管員制て辞期そら辞日ら間五はこをなあ定二出届　　　るるるい
ぴあ限がはじ限　　　止が町は理会限い退間れ四退か四　時毎と直いる期っは出　者　。こ一な
選るさ広相てに　動さで内在者の又る届中ぞ日　ら日　ま日に接の。間の’　　　　　と年い
挙。れく当いっ　　　れきy職’委は。は辞れ間　　十間　　で午な選で立内方本　　　　　が間場
当　るな狭るい　　　てなに中選員禁　文退立　　　六で　で前つ挙’候に法人　　　　　では合
日 選つくがて　　　いいおそ挙及止 書す候　　　日あ　あ八て長届補届が届 き選は
の　　挙て ”は　　　る。いの畏ぴ にる補　　　まる　る時いに出に出あ出 な挙そ
選 運い自そ　’　　　。まて関　’そ よこの　　　で。　。三る提書はるりと いがの
挙 動る由の議　　　　た立係教の ると届　　　）　　　）十　。出と供こ 、推　　　　　　　こあ名

物あずて収農
6　　　　　　　　　5

　止た前何　　つ場し為何
4。

　　　　　　　　　5
戸補告めてれて若何　る区の挙なれ選

2．

　のあの選運
のる’は入業選さめ六人夜か所’を人連別者知’する戸し人戸こ域入当け’挙選選る日挙動
提。全な及委挙れ’時も間えに演すも呼訪のを戸る　。別くも別とに口日れ候事挙挙かか運。
供しくんび員運る街ま’のなお説る選行問氏す別をま訪は’訪が限かでは補務事運らら動
等か自ら支会動。頭で午街いい会こ挙為の名るに問た問得選問許りらも設者所務動’選の
ごてし由の出委の　演の後頭。て場と運　　禁を行’わいをし挙　　さ選三投置まの所は事挙期
た買に規並員収　　説間九演　す及が動　　止言為演ずかすめに　れ挙百票でた数　　認前期間
寄収行制ぴの支　をは時説　るぴでの　行いま説’なるな関　る事メ所きはは　め運日は
附’なもに選及　す’か会　　場街きた　為あた会選るこいし　　。務1をな推一　　ら動の’
行供えさ寄挙ぴ　　る選ら　　　合頭なめ　にるはの挙方と目　’　　所卜設い薦力　れや前立
為応るれ附に寄　　こ挙’　　は演い　’　該く特開運法は的投　　　をルけ。届所　　な選日候
を　もてにお附　　と運翌　　　’説。連　当こ定催動を禁を票　　　設以たま出に　い挙ま補
不飲のおつけ　　　は動日　　　さ会た呼　すとの等のも止もを　　　置外場た者限　　。当で届
当食でらいる　　禁の午　　　しのだ行　るは候をたつさつ得　　　すの所選でら　　　日で出

川西町農業委員会委員一般選挙日程表 み　　　　　　るに該に
な農だ　。な当行
、》

き
i
　
二
1
　
十
…
・
　
　
日
1
，

　　　馨1＋　　i　　＋　　　i　＋

踏i　倉　i盲
l　　l　　　　　ト

i士
i曾
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垂
i
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妻
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嘆
日
i事
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と
併
せ
て
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1
行
榛
1
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る大と西て　　た識
次の農町選　　だし
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で力経農れ　　よ自
あを営業た　　う覚

i） i　　選　　i　会
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上
野
で

　
　
一
日
人
権
法
律
相
談
所
を
開
設

　
国
民
は
幸
福
な
生
活
を
送
る
の
に
必

要
な
権
利
、
す
な
わ
ち
人
権
を
有
し
て

い
る
と
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
こ
の
権
利
を
お
か
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
た
ぴ
そ
の
よ
う
な

問
題
そ
の
他
法
律
上
の
い
ざ
こ
ざ
で
お

困
り
の
方
の
た
め
に
町
で
つ
ぎ
の
と
お

り
相
談
所
を
設
け
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
絶
対
秘
密
に
さ
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

一
、
日
　
時
　
七
月
十
三
日
　
午
前
十

　
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で

一
、
場
所
上
野
農
業
セ
ン
タ
ー

一
、
相
談
員
　
弁
護
士
、
人
権
擁
護
委

員
、
法
務
局
職
員

一
、
相
談
内
容

①
労
働
基
準
法
に
よ
る
就
労
規
定

＝
二
＝
＝
噌
＝
＝
＝
＝
雛
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
輔
＝
聯
＝
一
＝
＝
＝
哺
＝
＝
＝
層
＝
旧
＝
＝
＝
＝
＝
＝
幽
＝
＝
鱒
＝
＝
＝
聞
＝
噌
＝
＝
一

戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぶ
声
ー
御
す
二
や
か
に

灘囎雷鵜暑渠
光直昌一京祐裕知聡
枝美美洋子志子彦子

幸
夫
長
女

安
一
長
男

直
行
長
女

義
平
二
男

守
多
三
女

進
長
男

安
治
二
女

文
夫
二
女

博
男
長
女

仁三上沖木

田領野立島

中
仙
田

大
倉

小
白
倉
岩
瀬

昇
天
f
御
め
い
福
を
祈
る

高登片野丸田
橋坂桐上山中

冨リ元チフト
蔵ヰ治ヨジメ

下
平

野
　
口

田
　
中

大
白
倉
岩
瀬

田
　
中

四七七七七八
五二四六九二

た
か
感
ご
…
御
円
満
に

⑳
翻

σ◎

顯
加押上小
藤木村林

良　 貞武
子永子彦

中
仙
田

山
本
か
ら

田
戸

新
潟
市
か
ら

総露
大丸佐登
塚山野坂
侑正真
子三理勉

岩
瀬

山
梨
県
か
ら

木
島

小
須
戸
か
ら

六
月
号
の
訂
正

　
第
92
号
に
次
の
あ
や
ま
り
が
あ
っ
た

の
で
訂
正
し
て
ふ
か
く
お
わ
ぴ
い
た
し

ま
す
。昇

天
ー
初
め
い
福
を
祈
る

　
星
野
　
義
保
　
室
島
　
三
七
　
を

　
星
野
　
義
弘
　
室
島
　
三
七
と
訂
正

た
か
昏
ご
ー
御
円
満
に

⑳　新
郎
山
田

　
新
婦
山
田

⑳　新
郎
山
田

　
新
婦
山
田

⑳新
郎
太
田

　
新
婦
服
部

⑳新
郎
太
田

　
新
婦
服
部

議嫌囎桑塑
八沖を八沖　仁仁を仁仁

箇立　箇立と田田　田田
力〉　　　　カ〉　　言丁力、　　　　カ〉

ら　　 ら　正ら　　 ら

立箇
か
ら

と
訂
正

（
戸
籍
係
）

②
借
地
借
家
法
に
よ
る
権
利
問
題

③
婚
姻
、
離
婚

④
部
落
根
性
に
よ
る
差
別
待
遇

⑤
そ
の
他
人
権
侵
犯
、
一
般
法
律
問

題
の
す
べ
て

　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
小
根
岸
小
海
八
太
郎

　
　
　
仁
田
木
村
　
正
吉

保
母
試
験
の

お
し
ら
せ

臣
資
　
格

一
、
商
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
四
十
二

　
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
及
ぴ
旧
令

　
に
よ
る
中
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
）

二
、
満
十
八
才
に
達
し
て
後
、
児
童
福
祉

　
施
設
（
へ
き
地
保
育
所
も
含
む
）
に

　
三
年
以
上
児
童
の
保
護
に
従
事
し
た

　
者
窟
期
　
日

一
、
筆
記
試
験

　
　
七
月
三
十
一
日
ー
八
月
二
日

二
、
実
地
試
験

　
　
八
月
三
日

幽
場
　
所

一
、
筆
記
試
験

　
　
新
潟
中
央
商
等
学
校

　
　
第
二
長
岡
高
等
学
校

　
　
高
田
北
城
高
等
学
校

二
．
実
地
試
験

　
　
新
潟
中
央
高
等
学
校

匝
受
験
手
続
き
に
必
要
な
も
の

一
．
保
母
試
験
申
請
書
（
役
場
に
あ
り
ま

　
す
．
）

二
、
戸
籍
抄
本

三
、
写
真
パ
六
カ
月
以
内
撮
影
、
上
半
身

　
名
刺
型
）

四
、
新
潟
県
収
入
証
紙
五
〇
〇
円
を
貼
付

Ω
試
験
科
目
の
一
部
免
除

一
、
昭
和
三
十
九
年
一
月
一
日
以
降
の
試

　
験
に
お
い
て
合
格
し
た
科
目
は
免
除

　
さ
れ
ま
す
。

幽
願
書
提
出
期
日

　
六
月
二
十
三
日
～
七
月
二
十
五
日

警
察
官
の
募
集

　
新
潟
県
警
務
課
で
は
、
町
民
の
明
る

い
生
活
を
守
る
男
子
警
察
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
．

・
受
験
資
格
　
学
力
は
問
い
ま
せ
ん
が

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
必
要
と
し
、

昭
和
十
六
年
四
月
二
日
ぞ
昭
和
二
十
三

（
ぐ
で
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
噸
（
ぐ
4
ぐ
ぐ
そ
ぐ
（
ぐ
（
ぐ
ぐ
噂
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
そ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
（
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
（
そ

上野の話題

　
昨
年
、
上
野
部
落
と
P
T

A
で
は
例
年
行
な
わ
れ
る
雪

上
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
大
会

が
取
り
止
め
に
な
っ
た
の
で

何
か
子
ど
も
た
ち
の
健
康
的

な
ス
ポ
ー
ツ
は
な
い
か
と
部

落
と
P
T
A
が
学
校
側
と
話

し
合
い
研
究
の
結
果
、
最
近
子
ど
も
た

ち
が
卓
球
に
熱
を
入
れ
て
い
る
が
、
卓

球
台
が
少
な
く
て
十
分
な
練
習
も
で
き

な
い
現
状
な
の
で
部
落
か
ら
三
万
円
補

助
、
足
り
な
い
分
を
P
T
A
会
員
か
ら

二
百
円
ず
つ
の
寄
附
を
集
め
、
先
般
十

日
町
市
エ
ビ
ス
ヤ
運
道
具
店
に
三
台
の

卓
球
台
を
注
文
し
、
こ
の
ほ
ど
第
一
、

第
二
、
第
三
の
作
業
場
へ
り
っ
ぱ
な
卓

球
台
が
備
え
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
代
金

は
一
台
一
万
六
千
円
で
附
属
品
は
支
部

長
さ
ん
方
の
お
骨
折
り
で
サ
ー
ビ
ス
に

し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
夏
休
み
に
は
各
組
対
抗
親
善
卓
球
大

会
を
計
画
し
て
お
り
、
今
か
ら
子
ど
も
、

た
ち
は
熱
を
入
れ
て
練
習
に
励
ん
で
お

り
ま
す
．

年
四
月
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の
。

・
採
用
人
員
　
百
二
十
人

・
試
験
期
日

　
第
一
次
試
験
九
月
十
』
日
（
日
）

・
待
遇
　
警
察
学
校
入
校
中
か
ら
月
給

の
全
額
が
支
給
さ
れ
、
警
察
署
に
新
任

　
　
　
　
　
、
宅
L
辱
』
璽
■
』
厘
馨
」
’
　
　
痔
，
げ

さ
れ
た
と
き
は
一
万
八
千
九
百
円
の
月

給
な
ら
ぴ
に
月
五
千
円
の
諸
手
当
の
ほ

か
、
年
に
約
五
、
五
カ
月
の
ボ
ー
ナ
ス

が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
は
十
日
町
署
ま
た
は
千
手
派
出

所
、
駐
在
所
へ
．

善
意
の
献
血
を
も
と
め
て

　
7
月
20
日
「
ゆ
う
あ
い
号
」
が
や
っ
て
く
る

　
黄
色
い
血
の
追
放
に
か
わ
っ
て
献
血

運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
先
月

号
本
紙
並
ぴ
に
各
報
道
機
関
を
通
じ
て

懸
命
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
必
要
量

全
体
の
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
み
た
な

い
現
在
で
あ
り
ま
す
。

川
西
町
に
も
採
血
車
「
ゆ
う
あ
い
号
」

が
七
月
二
十
日
来
町
し
て
皆
さ
ん
の
善

意
に
よ
る
献
血
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
運
動
に
つ
い
て
町
公

衆
衛
生
推
進
協
議
会
も
全
面
協
力
し
て

一
部
町
内
（
部
落
）
に
つ
い
て
は
懇
談

会
を
開
催
し
て
協
力
方
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
事
業
場
に
職
場
に
各
人
に

お
互
い
が
相
互
扶
助
の
精
神
に
よ
り
、

明
る
い
町
づ
く
り
に
町
民
各
位
の
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
の
申
出
　
七
月
十
五
日
ま
で
に

申
出
場
所
　
川
西
町
役
場

　
　
　
　
　
　
　
社
会
係
・
衛
生
係

～
●
≠
Q
！
●
～
●
チ
Q
～
●
｝
ノ
・
ゐ
～
ノ
f
●
…
●
｛

保
健
婦
の
仕
事

　
病
人
は
お
医
者
さ
ん
に
担
当
し
て
い

た
だ
き
、
わ
た
く
し
た
ち
は
健
康
者
を

対
象
に
、
さ
ら
に
健
康
を
増
進
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
お
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は

き
っ
て
お
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
も
、
こ
の
ち
っ
ぽ
け
な
ツ

エ
を
、
で
き
る
だ
け
じ
よ
う
ず
に
利
用

し
て
、
た
の
し
い
生
活
を
送
り
ま
し
よ

う
〔
）
　
し
あ
わ
せ
な
家
庭
、
明
る
い
家
庭
の

根
元
で
あ
る
じ
よ
う
ぶ
な
か
ら
だ
を
つ

く
る
た
め
に
、
手
を
と
り
あ
っ
て
進
み

鑛
塊
罐
瀞
鐸
灘
警
齢
で
究

　
　
　
　
　
　
　
　
赫
鞍
輔
繍
鰯
騰
醐
灘
晦
騨
凶
嚇
瓶
保
健
婦
相
談
日

管
理

・
成
人
管
理

・
老
人
衛
生

　
と
、
わ
た
し
た
ち
わ
忙
票
は
生
ま
れ

て
か
ら
死
ぬ
ま
で
、
　
「
こ
ろ
ば
ぬ
先
の

ツ
エ
」
と
い
・
っ
と
ち
よ
っ
と
お
お
そ
れ

た
い
い
か
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
ツ
エ
の
役
割
を
、
わ
た
し
た
ち
保
健

婦
が
は
た
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
と
は
り

役
場

　
〃
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

　
〃橘
出
張
所

　
〃
仙
田
出
張
所

　
〃

＋
一
日

二
＋
五
日

丑
日
二
＋
日

一
日

＋
五
日

七
日
二
士
一
日
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電
通
鬼
十
則

　
仕
事
は
自
分
で
創
る
べ
き
も
の
、
与

え
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
。

　
仕
事
と
は
、
先
手
々
々
に
働
き
か
け

て
ゆ
く
乙
と
で
、
受
け
身
で
や
る
も
の

で
は
な
い
。

　
大
き
な
仕
事
と
取
り
組
め
、
小
さ
な

仕
事
は
己
を
小
さ
く
す
る
。

　
む
ず
か
し
い
仕
事
を
ね
ら
え
、
そ
れ

を
成
し
遂
げ
る
と
こ
ろ
に
進
歩
が
あ
る

　
取
り
組
ん
だ
ら
離
す
な
、
殺
さ
れ
て

も
離
す
な
、
目
的
完
遂
ま
で
。

　
周
囲
を
引
き
ず
り
ま
わ
せ
、
引
き
ず

・
る
の
と
引
き
ず
ら
れ
る
の
と
で
は
、
長

い
間
に
天
地
の
ひ
ら
き
が
で
き
る
。

　
計
画
を
も
て
、
長
期
の
計
画
を
も
っ

て
い
れ
ば
、
忍
耐
と
工
夫
と
、
そ
し
て

正
し
い
努
力
と
希
望
が
生
ま
れ
る
。

　
自
信
を
も
て
、
自
信
が
な
い
か
ら
君

．
青
年
学
級
生
が

　
　
入
院
の
級
友
宅

　
　
に
労
力
奉
仕

　
こ
れ
は
仙
田
地
区
小
白
倉
で
の
心
暖

埆

ま
る
話
．

　
五
月
の
終
わ
り
の
こ
と
、
青
年
学
級

生
の
江
口
逸
雄
暑
が
、
ジ
を
悪
く
し
て

小
千
谷
病
院
に
入
院
し
手
術
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
残
さ
れ
た
両
親

初
太
郎
、
タ
ミ
さ
ん
夫
妻
は
、
働
き
手

の
セ
ガ
レ
が
入
院
し
た
の
で
は
と
て
も

こ
と
し
の
た
ん
ぼ
は
無
理
だ
〃
あ
き
ら

め
よ
う
〃
と
語
り
明
か
し
て
い
た
。

　
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
学
級
生
の
北
堀

翼
ら
は
、
さ
っ
そ
く
「
お
互
い
に
忙
し

い
け
れ
ど
も
、
ひ
と
つ
手
助
け
を
し
て

や
ろ
う
で
は
な
い
か
」
と
話
し
合
っ
た

結
果
、
相
談
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
進
み

の
仕
事
に
迫
力
も
粘
り
も
、
そ
し
て
厚

味
す
ら
が
な
い
．

　
頭
は
常
に
全
回
転
、
八
方
に
気
を
配

っ
て
一
分
の
ス
キ
も
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ

サ
ー
ビ
ス
と
は
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
。

　
マ
サ
ツ
を
恐
れ
る
な
、
マ
サ
ツ
は
進

歩
の
母
、
積
極
の
肥
料
だ
、
で
な
い
と

君
は
卑
屈
未
練
に
な
る
。

　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

　
乙
の
十
力
条
の
教
え
…

を
、
み
な
さ
ん
は
ど
う

思
う
だ
ろ
う
か
、
つ
い

先
日
、
町
の
あ
る
会
社
を
た
ず
ね
た
と

き
．
事
務
所
の
入
口
に
掲
示
さ
れ
て
い

た
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
き
け
ば
、
M
社

長
が
み
ず
か
ら
執
筆
し
た
電
通
鬼
十
則

で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
社
訓
と
し
．
会
社

を
あ
げ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
よ
く
う
か
が
わ
れ
た
。

　
乙
の
会
社
を
、
わ
た
く
し
は
い
つ
も

農
作
業
の
段
取
り
が
た
て
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
五
月
末
か
ら
九
十
ア
ー
ル
の
江

口
さ
ん
の
た
ん
ぼ
は
次
々
に
耕
起
さ
れ

苗
が
植
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
間
、
江
口
君
が
入
院
す
る
小
千

谷
病
院
へ
も
見
舞
い
が
続
け
ら
れ
、
激

励
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
一
カ
月
、
江
口
君
は
元
気

で
退
院
し
た
が
、
　
「
無
報
酬
で
つ
ら
い

農
作
業
を
黛
っ
て
く
れ
た
学
級
生
の
み

な
さ
ん
に
、
な
ん
と
い
っ
て
お
礼
を
い

っ
て
よ
い
か
、
こ
ん
ご
学
級
の
た
め
に

が
ん
ぱ
る
」
と
誓
っ
て
い
る
。

　
父
親
の
初
太
郎
さ
ん
は
「
い
ろ
ん
な
一

経
験
を
し
て
六
十
年
を
過
ぎ
た
が
、
こ
一

ん
な
あ
り
が
た
い
こ
と
は
な
い
。
今
の

青
伍
は
ダ
メ
だ
と
お
と
な
た
ち
は
い
う

が
、
こ
う
い
う
り
っ
ぱ
な
人
た
ち
も
い

て
く
れ
る
こ
と
を
町
中
の
み
な
さ
ん
に
．

訴
え
た
い
已
と
語
っ
て
い
た
。

お
ど
ろ
き
の
目
で
見
つ
め
て
い
る
。
わ

ず
か
の
資
本
金
で
創
立
し
、
発
足
後
ま

だ
日
も
浅
い
の
に
、
ま
る
で
破
竹
の
勢

い
で
事
業
を
拡
張
し
、
着
実
に
業
績
を

あ
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
秘
密

が
こ
の
鬼
十
則
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

を
知
っ
た
と
き
、
ひ
さ
ぴ
さ
に
軍
隊
で

ビ
ン
タ
を
も
ら
っ
た
と
き
の
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
。
態
身
の
引
き
し
ま
る
思
い

　
　
　
　
　
　
が
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
勉
強
や
努
力
を
タ
ナ

　
　
　
　
　
　
に
あ
げ
、
創
意
も
工
夫

も
な
く
働
い
て
い
る
だ
け
の
人
は
、
あ

る
い
は
、
ぼ
ろ
い
も
う
け
を
し
た
、
フ

ト
コ
ロ
に
手
を
入
れ
ん
は
か
り
に
し
て

金
を
取
る
、
と
い
う
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
も
う
け
る
か
ら
に
は
そ
れ
な

り
の
勉
強
や
努
力
が
必
要
な
は
ず
だ
。

　
こ
の
鬼
十
則
を
、
こ
の
会
社
だ
け
の

も
の
に
し
て
お
く
こ
と
は
惜
し
い
と
思

　
ロ
　
　
ほ
ロ
　
ロ
ロ

”
め
”
「
農
民
体
操
」
と
い
っ
て

…
す
…
も
な
に
も
農
民
だ
け
が
や
る

”
す
協
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．

…
の
…
従
来
体
操
な
ん
か
に
縁
が

”
操
”
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
農
家

川
体
一
の
お
と
う
さ
ん
お
か
あ
さ
ん

”
民
“
た
ち
も
で
き
る
と
い
う
意
味

m
農
…
の
、
万
人
む
き
の
や
さ
し
い

　
：
旨
3
体
操
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か

　
し
、
そ
の
ね
ら
い
が
、
肩
こ
り
や
腰
痛

　
を
な
く
す
、
か
が
ん
だ
姿
勢
を
な
お
す

　
と
い
う
点
に
あ
る
か
ら
に
は
、
や
は
り

　
「
農
民
体
操
」
の
名
に
値
し
て
い
る
と

　
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
実
際
私
ど
も
の
実
験
に
よ
り
ま
す
と

　
八
千
穂
村
大
石
部
落
で
は
、
ま
る
一
年

｛
間
続
け
た
結
果
、
肩
の
痛
み
が
六
割
、

一
腰
の
痛
み
は
七
割
も
減
退
し
ま
し
た
．
、

　
い
や
、
肩
の
動
き
ぐ
あ
い
も
よ
く
な
り

｝
腰
曲
が
り
も
（
特
に
四
＋
五
才
以
下
の

い
、
あ
え
て
町
の
み
な
さ
ん
に
紹
介
し

た
。
こ
の
鬼
十
則
の
い
く
つ
か
は
す
べ

て
の
職
業
に
共
通
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
に
つ
い
て
い
る
人
た
ち
が
、
こ
の

中
か
ら
一
つ
で
も
コ
レ
と
思
う
も
の
を

つ
か
み
、
そ
れ
を
自
分
の
も
の
と
し
て

生
か
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や

ま
な
い
。
鬼
十
則
に
は
、
さ
ら
に
次
の

こ
と
が
書
き
加
え
ら
れ
て
あ
っ
た
。

　
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
頼
る
な
、
み
ず

か
ら
仕
事
を
創
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
日

の
仕
事
は
必
ず
成
し
遂
げ
よ
。

　
一
滴
で
も
多
く
汗
を
流
せ
、
一
秒
で

も
早
く
仕
事
に
か
か
れ
、
怠
惰
は
人
間

の
敵
で
あ
る
．

　
事
故
を
絶
対
に
起
こ
す
な
、
人
を
泣

か
せ
、
己
も
な
く
、
無
期
懲
役
の
よ
う

な
も
の
だ
。

　
す
べ
て
に
誠
実
で
あ
れ
、
な
ぜ
な
ら

君
は
社
会
の
一
員
で
あ
る
か
ら
だ
。

者
で
）
よ
く
な
り
ま
し
た
。
胃
の
ぐ
あ

い
が
よ
く
な
っ
た
、
な
か
に
は
血
圧
が

下
っ
た
な
ど
と
い
う
者
も
で
て
お
り
ま

す
。
し
か
も
、
こ
の
た
め
に
ぐ
あ
い
が

悪
く
な
っ
た
と
い
う
も
の
な
ど
誰
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
（
よ
く
、
体
操
の

た
め
に
「
ど
う
き
」
が
ひ
ど
く
な
っ
た

と
か
、
「
ぎ
っ
く
り
腰
」
に
な
っ
た
と
か

い
う
場
合
が
あ
る
も
の
で
す
が
・
・
3
）

　
も
ち
ろ
ん
体
操
で
す
べ
て
が
な
お
る

は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
農
家

の
お
っ
か
さ
ん
た
ち
の
、
こ
の
自
ら
の

経
験
の
声
と
そ
の
結
果
に
、
医
者
も
体

操
専
門
家
も
、
も
う
一
度
謙
虚
に
耳
を

傾
け
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
思

い
ま
す
．

　
い
ま
ま
で
体
操
は
あ
ま
り
に
「
体
操

の
た
め
」
の
み
で
あ
り
す
ぎ
た
よ
う
で

す
。
し
か
し
い
く
ら
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で

体
操
競
技
が
優
勝
を
か
ち
と
ろ
う
と
も
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国
中
に
神
経
痛
患
者
や
腰
曲
が
り
が
満

ち
て
い
た
の
で
は
な
ん
に
も
な
り
ま
せ

ん
。　
農
村
に
は
今
日
な
お
多
く
の
「
農
夫

症
」
　
（
肩
こ
り
、
腰
痛
、
手
足
し
ぴ
れ

い
き
ぎ
れ
等
〉
が
あ
る
乙
と
が
知
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
家
じ
ゆ
｝
つ
で
や
る
だ
け

で
な
く
一
日
二
、
三
回
、
い
わ
ば
町
済
＼

◎1日3回朝起きた時、おひる休み、夜寝る前にやつて下さい
◎野仕事のあい間にも時々やりましよう

る
み
で
や
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
こ
の
よ

う
な
症
状
を
日
本
の
農
村
か
ら
追
放
で

き
た
ら
ど
ん
な
に
愉
決
な
こ
と
で
し
よ

う
。　
明
る
い
町
づ
く
り
は
ま
ず
「
農
民
体

操
か
ら
」
と
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
長
野
県
厚
生
連
　
佐
久
総
合

　
病
院
長
　

若
月
俊
一
）



（6）
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こ
と
し
の
『
青
年
の
主
張
』
か
ら

地
域
や
家
庭
の
中
で
お
と
な
た
ち
に
望
む
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
谷

　
「
こ
の
ご
ろ
の
若
い
者
は
。
・
・
：
・
」

と
い
う
言
葉
は
た
ぴ
た
ぴ
耳
に
す
る
言

葉
で
す
が
、
地
域
社
会
の
お
と
な
た
ち

は
い
っ
た
い
わ
れ
わ
れ
若
い
者
の
ど
ん

な
と
こ
ろ
を
見
て
い
う
の
だ
ろ
う
か
と

よ
く
思
い
ま
す
。
昨
年
の
今
ご
ろ
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
あ
る
晩
、
部
落
青
年

団
の
会
合
の
終
わ
っ
た
後
団
長
の
A
さ

ん
が
「
オ
レ
は
今
タ
バ
コ
は
吸
っ
て
い

な
い
ん
だ
、
団
長
の
オ
レ
が
吸
っ
て
い

た
か
ら
未
成
年
者
が
と
か
オ
レ
ん
と
こ

の
子
ま
で
吸
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ

れ
る
の
が
い
や
だ
か
ら
・
：
＝
・
だ
か
ら

こ
こ
で
注
意
し
て
お
い
た
こ
と
に
し
て

お
く
か
ら
。
・
3
3
」
と
い
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
私
は
そ
れ
を
聞
い
た

時
A
さ
ん
に
タ
バ
コ
ま
で
や
め
さ
せ
、

青
年
団
の
立
場
、
自
分
の
立
場
を
考
え

さ
せ
る
よ
う
な
環
境
に
あ
る
地
域
社
会

に
対
す
る
反
発
と
同
時
に
団
長
さ
ん
始

め
わ
れ
わ
れ
若
い
者
が
「
そ
ん
な
こ
と

ま
で
考
え
な
け
れ
ぱ
」
と
思
う
と
み
じ

め
に
さ
え
思
わ
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
が

つ
づ
い
て
常
日
ご
ろ
思
っ
て
い
る
こ
と

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

干
渉
し
す
ぎ
る

　
　
　
お
と
な
た
ち

　
祭
日
後
の
懇
親
会
の
数
日
後
「
青
年

団
は
酔
っ
て
つ
ぶ
れ
る
ほ
ど
に
の
ま
な

け
れ
ば
だ
め
な
の
か
」
　
（
一
部
の
人
を

見
て
だ
と
思
い
ま
す
）
と
か
未
成
年
者

に
も
飲
ま
せ
る
の
か
と
い
っ
て
た
人
が

例
え
ば
村
の
道
ぶ
し
ん
の
終
了
後
に
飲

め
ま
せ
ん
、
も
う
た
く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
し
た
と
い
っ
て
い
る
の
に
な
ぜ
す
す

め
る
の
か
、
ま
た
未
成
年
者
だ
か
ら
と

田
村
貞
一
（
農
業
＋
八
才
）

い
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
ど
う

し
て
す
す
め
る
の
か
そ
の
人
が
以
前
に

逆
の
こ
と
を
い
っ
て
た
だ
け
に
も
の
す

ご
く
そ
の
人
の
気
持
が
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
誰
は
真
紅
な
ネ
ク
タ
イ

を
し
て
い
た
と
か
ハ
デ
な
も
の
を
着
用

し
て
い
た
と
服
装
に
ま
で
干
渉
す
る
な

ど
と
不
満
の
声
ば
か
り
で
し
た
。
農
村

は
部
落
と
い
う
地
域
社
会
を
土
台
と
し

て
い
る
が
果
た
し
て
こ
の
土
台
が
小
さ

な
ヒ
ビ
も
な
く
完
全
な
も
の
で
あ
る
だ

ろ
う
か
、
農
村
住
民
の
性
格
は
一
般
に

都
市
住
民
の
異
質
的
な
の
に
比
べ
て
も

の
の
感
じ
方
、
考
え
方
、
判
断
の
仕
方

な
ど
に
同
質
的
傾
向
を
強
く
持
っ
て
お

り
そ
れ
ら
が
固
定
し
て
世
代
か
ら
世
代

へ
と
伝
え
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
だ
か

ら
生
活
慣
習
や
風
俗
は
固
定
し
て
い
て

生
活
様
式
の
変
化
が
乏
し
い
。
そ
の
た

め
農
村
生
活
は
素
朴
な
生
活
様
式
を
し

て
い
る
が
そ
の
反
面
封
建
的
慣
習
や
制

度
が
残
存
し
て
お
り
、
こ
れ
が
農
業
経

営
の
合
理
化
や
人
間
関
係
の
民
主
化
を

妨
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
前
に
本
で

も
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
上
自
分

の
こ
と
は
棚
に
上
げ
て
他
人
や
近
所
の

一
文
に
も
な
ら
な
い
干
渉
を
す
る
。
ま

た
と
か
く
す
る
と
「
人
目
が
悪
い
」
と

い
う
こ
と
を
口
に
す
る
人
も
農
村
に
は

多
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
だ
っ
た
か
赤

が
七
割
ぐ
ら
い
の
エ
リ
巻
を
貿
っ
て
き

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
買
う
時

か
ら
母
が
ど
ん
な
こ
と
を
言
う
か
は
予

測
で
き
ま
し
た
。
案
の
定
母
は
「
人
目

が
悪
く
な
い
か
こ
ん
な
紅
い
の
を
し
て

・
・
」
と
い
い
ま
し
た
。
若
し
私
が
母
や

地
域
の
お
と
な
た
ち
の
よ
う
に
脳
裏
に

「
人
目
が
悪
い
」
と
い
う
こ
と
を
い
つ

も
思
っ
て
い
た
な
ら
自
分
で
は
気
に
入

っ
た
エ
リ
巻
き
で
も
貿
わ
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
服
装
だ
け
で
な
く

自
分
で
は
良
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で

も
「
人
目
が
悪
い
」
と
い
う
た
だ
そ
れ

だ
け
の
こ
と
で
買
わ
な
か
っ
た
り
、
実

行
し
な
か
っ
た
り
す
る
人
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
よ
く
話
題
に
な
り
考

え
て
も
ら
い
た
い
乙
と
は
人
ま
ね
す
る

と
い
う
傾
向
が
強
い
乙
と
で
す
。

他
を
理
解
す
る

　
　
　
努
　
　
　
力

　
耕
運
機
が
普
及
し
て
来
た
か
ら
と
い

っ
て
経
済
的
に
合
う
か
合
わ
な
い
か
と

か
自
分
の
家
の
耕
地
面
積
も
考
え
ず
に

買
っ
た
り
、
他
人
が
新
品
種
や
珍
ら
し

い
作
物
を
作
っ
た
り
す
る
と
よ
く
検
討

も
せ
ず
に
作
っ
た
り
し
、
そ
ん
な
の
に

限
っ
て
一
、
二
伍
で
や
め
る
よ
う
で
す

　
農
休
日
に
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

若
い
者
は
映
画
を
見
に
行
こ
う
と
か
、

ゆ
っ
く
り
眠
ろ
う
な
ど
と
農
休
日
を
迎

え
て
思
い
思
い
に
過
ご
す
が
お
と
な
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
休
日
を
過
ご
す
だ
ろ

う
か
、
絶
え
る
こ
と
の
な
い
仕
事
を
し

山
へ
行
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
え
ば
家

の
前
の
作
物
の
手
入
れ
を
す
る
と
か
何

か
で
働
い
て
い
る
。
お
と
な
の
前
を
バ

イ
ク
を
と
ば
し
て
遊
ぴ
に
行
く
に
し
て

も
良
い
気
持
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん

な
で
休
ん
で
い
る
農
休
日
に
比
べ
た
ら

農
休
日
の
こ
と
で
は
村
中
み
ん
な
で
何

か
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
と

話
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
若
い
者
だ
け
で
話
し
考
え
合

う
よ
り
、
地
域
社
会
の
お
と
な
た
ち
も

ま
じ
え
、
お
と
な
の
考
え
と
若
い
者
の

考
え
を
話
し
合
う
意
見
交
換
会
に
は
大

き
な
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て

自
分
た
ち
に
見
え
な
い
土
台
の
ヒ
ビ
を

見
つ
け
あ
っ
て
い
っ
た
な
ら
、
よ
り
よ

い
地
域
社
会
の
土
古
が
で
き
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
お
と
な
た
ち
か
ら
見
れ
は

な
ん
で
も
な
い
よ
う
な
小
さ
な
問
題
を

掲
げ
て
き
ま
し
た
が
何
が
原
因
な
の
か

振
り
返
り
考
え
て
見
て
も
ら
い
、
お
と

な
た
ち
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
若
い
者
の

気
づ
か
い
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
。
私
た
ち
も
と
か
く
す
る
と
あ
る
時

は
優
越
感
を
も
ち
、
自
分
の
能
力
以
上

の
野
心
を
も
っ
て
み
た
り
、
あ
る
時
は

劣
等
感
に
陥
っ
て
必
要
以
上
に
自
信
を

失
っ
て
み
た
り
す
る
の
も
ま
だ
正
し
い

自
己
認
識
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
自
分
だ
け
の
せ
ま
い

世
界
に
と
じ
こ
も
ら
ず
広
い
視
野
に
立

っ
て
自
分
を
客
観
的
に
み
つ
め
る
よ
う

に
努
力
し
、
他
人
の
立
場
や
環
境
の
条

件
を
理
解
し
、
自
分
た
ち
の
力
を
は
か

っ
て
一
体
と
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

の
実
現
可
能
の
道
に
勇
気
を
も
っ
て
す

す
み
、
い
ま
重
要
な
時
期
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
て
、
地
域
社
会
の
人
た
ち
と

地
域
の
向
上
と
よ
り
よ
い
生
活
の
よ
り

ど
こ
ろ
を
探
求
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
年
賀
は
が
き
の
賞
品
を
“
忘
れ
ず
に
”

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
賞
品
の
交
付
期
限
は
七
月
十
九
日
ま
で
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
早
速
近
く
の
郵
便
局
で

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

水

二

題

水
に
入
る

ま
・
兀
は

必
ず
準
備
体
操

を
・
：

属

り
霞
　
　
　
　
　
い
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こ
ん
ご
も
利
用
く
だ
さ
い

家
庭
児
童
相
談
室

　
さ
き
に
広
報
の
と
お
り
、
六
月
三
十

日
上
野
農
業
セ
ン
タ
・
1
で
「
家
庭
児
童

相
談
室
」
が
開
か
れ
た
。
こ
の
相
談
室

は
中
魚
沼
社
会
福
祉
事
務
所
内
で
い
つ

も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
が
、
町
村

に
出
張
し
て
開
か
れ
た
の
は
こ
の
た
ぴ

が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

　
担
当
相
談
員
は
小
児
科
医
を
含
む
二

名
の
先
生
方
で
あ
る
が
、
当
日
は
八
名
一

の
方
が
相
談
に
来
ら
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
㎜

が
児
童
の
性
格
、
習
癖
、
家
族
関
係
な
｝

ど
を
相
談
さ
れ
て
い
た
が
、
医
師
も
病
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

医
院
の
診
療
と
は
違
い
、
時
間
を
か
け
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

て
ゆ
っ
く
り
と
相
談
を
受
け
て
お
ら
れ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

た
。
町
民
の
福
祉
の
た
め
に
計
画
さ
れ
｝

る
無
料
相
談
は
今
後
も
気
軽
に
ご
利
用
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

ね
が
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
㎝

櫨
離
．
鴨

　
㎏
　

大
倉
金
子
洋
石

O
螢
の
一
つ
夕
づ
く
沼
に
あ
り

　
金
魚
売
り
声
の
涼
し
く
通
り
過
ぐ

　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
　
　
凡
石

○
放
ち
た
る
螢
の
高
く
上
り
け
り

　
植
え
し
も
の
根
付
き
た
る
ま
ま
梅
雨

　
つ
づ
く
小
白
倉
田
中
　
翠
畝

O
雷
雲
の
峰
に
屹
立
ち
合
歓
の
花

　
月
見
草
微
か
に
花
の
開
く
音

　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
　
渓
舟

　
田
植
後
の
面
ひ
ろ
ぴ
ろ
と
蛙
鳴
く

　
影
踏
ん
で
デ
ー
ト
の
場
所
の
夏
の
月

　
　
　
　
　
伊
友
黒
島
　
志
げ

　
ち
ま
き
ゆ
ふ
ま
ゆ
玉
白
き
棚
か
げ
に

短
歌
友
重
佐
　
　
　
藤

入
梅
の
つ
づ
け
る
雲
の
あ
り
と
て
ぞ

朝
日
登
り
し
美
し
き
か
な




